
  みどりぐみだより 

～進級お祝い号～ 

思い返せば４月、１つ大きくなったことに喜びを感じ、これから始まる１年に期待を膨らませて 

いた子どもたち。 

様々な活動や行事を経て、今年度も残すところ後 2 カ月になりました。 

 

今年度みどりぐみは 

・様々なことに挑戦し、最後までやり遂げる 

・友だちと協力することの大切さを知る 

という２つの保育目標を大切にしながら保育生活を過ごしてきました。 

 

絵本は「ジャックと豆の木」のお話のイメージで楽しんできました。 

ジャックのように様々なことに挑戦し、友だちと協力しながら最後までやり遂げる楽しさや達成感を感じ 

たり、自分の思いを言葉で伝える経験を重ねながら相手の思いにも気付いたりと思いやりの気持ちを大切 

にできる仲間関係が築いていけるように関わってきました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春 

1 つ大きくなり、喜びで溢れる子どもたち。 

4 月からマジックやクレパス、ハサミなど使えるものが増えました。 

「どんな絵を描こうかな？」と大胆に大きく絵を描くことを楽しむ姿や 

ハサミで紙を切ってみようと挑戦していましたよ。 

また年上の友だちが手本となり、道具の使い方を伝えながらお絵かきや手先

の遊びを楽しんでいました。 

5 月のプロジェクトテーマ「家」ではみどりぐみの家を作りました。 

家の中にあるものだけでなく、外観や家の周りも見ることで気付いたことや 

感じたことなど子どもたち同士で意見を出しあっていましたよ。 

子どもたちの考えを WEB で広げることでたくさんの学びにつながりました。 

屋根はどんな模様にし

ようかな？ 

WEB を広げたよ！ 

マジックとクレパスを 
使ってみよう！ 

6 月のプロジェクトテーマ「いろ・かたち」では様々な色や形に

興味を持ち、色と色を混ぜ合わせてみたり、園の中で形を探しに

行ったりとたくさんの色や形に触れる機会となりました。 

お店屋さんではジャックに遊びにきてもらいたい気持ちから子

ども同士で意見を出し合ったり、イメージを膨らませ「おまめや

さん」のお店屋さんごっこを進めてきました。お店屋さんとお客

さんに分かれてやりとりを楽しんでいましたよ。 

「ジャックと豆の木」のお話から枝豆を 

育てました。大事に育てることでたくさんの

枝豆ができましたよ！ 

みたらし団子をください！

みたらし団子１つで〇〇円

です！ 

ペタペタのりで 
はってみよう！ 

家作り 



  夏 
全身を使って楽しんだ水遊び。 

プールの中ではドキドキしながらも「冷たい！」と水に触れてみる姿や動物や乗り物に

なりきってイメージを広げながら水の心地よさを感じていました。 

泡遊びでは石けんと水を組み合わせて混ぜることで泡になることを発見し、作った泡を

ソフトクリームやケーキに見立て、子ども同士で「ケーキを１つください！や「ソフト

クリームはありますか？」などのやりとりを楽しんでいましたよ。 

また、お部屋で使っているエプロンなども洗濯しながら泡の感触を楽しみました。 

上から水をかけてみよう！

８月のプロジェクト「からだ」では様々なからだの部位に着目しながら

WEB を広げました。また、全身を使ってダンスを踊ったり、まねっこ遊び、

シルエットクイズなど様々な遊びを楽しむ中で「右手が上で左手が・・・」

や「手を重ねたらかにみたい！」などと子ども同士で気づいたことを伝え

合っていましたよ。 

あゆみナイトデー 
楽しみにしていたあゆみナイトデー。 
午前中は金貨の宝探しをしました。「どこにあるのかな？」や「あった！」

と見つけ、喜びを共感していました。 
午後はドキドキしながら鬼のお城に行ったり、みどり組で楽しんできた玉

入れ大会をして遊びました。異年齢で決めたチームに分かれて玉入れをす

る中で「がんばれ！」や「いっぱい玉を入れるぞ！」と声を掛け合いなが

ら楽しむ子どもたちでした。 
様々な経験を通して友だちや保育者と一緒に過ごす楽しい 1 日になり、仲

間関係も広がり深まっていきました。 

鬼のお城へ行くぞ！！ 
水遊び 

あたま♪ 
まねっこしてみよう！ 

何を作ろうかな・・・？

プールの中でよーいどん！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋 

運動遊び 

跳び箱や鉄棒など様々な運動遊びに挑戦して楽しみました。 
運動遊びに苦手意識のある子もいつも一緒にいる３・４・５歳の安心できる

友だちと一緒にすることで「やってみよう！」とする姿もみられました。で

きなかったことができるようになる達成感や喜びをたくさん感じることが

できた行事でした! 
『豆運び』という異年齢で力を合わせる競技を一緒に楽しむ中で友だちを 
思いやりながら一つのことをやり遂げることも経験し、クラスの仲間関係も

広がりました。 

共同制作 

「ジャックがみどりぐみに遊びに来てくれるように、みどりぐみの部屋にジャックや鬼のお城を作ろう！」 
という子どもたちのアイデアから共同制作をはじめました。異年齢のチームに分かれて何を作るか、 
どうやって作るかを話し合ったり準備したりしながら作りましたよ。皆で作った作品を飾り、大きなひとつの

作品になると「すごい！」「ほんものみたいやな！」と大喜びの子どもたちでした。 

らいおんぐるーぷのフラッグを使ったダンスや

リレーを見て「らいおんさんすごいな！」 
「僕たちもリレーしてみたいな」と 
憧れの気持ちや来年への期待に繋がる機会にも 
なりましたよ！

うさぎぐるーぷは、坂道 
きりんぐるーぷは、はしご 
らいおんぐるーぷは、二本橋

年齢に合わせて挑戦する 
遊具も違うね！ 

〇〇ちゃん、ひっくり返ったら危な

いしちゃんともっといてや！ 

製作遊び 

のりやボンド、ハサミなど道具の使い方を確認したり、 
カップや箱、芯、ペットボトルなど様々な素材を使って 
製作遊びをはじめました。素材に触れてあそんでいくことで 
「けーきみたい！」「いちごがほしいから作ってみよう！」と 
イメージを広げながら見立てたり、作ることを楽しむ子どもたち

でしたよ。 

製作遊び 

お散歩 

ジャックと鬼喜んで

くれるかな～ 

秋のお散歩ではどんぐりを拾ったり 
色のついた葉っぱを見たりして秋ならではの 
散歩を楽しみました。 
拾ったどんぐりは製作遊びでも使いましたよ！ 

葉っぱの 
おばけだぞ～！



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

冬 

発表会 

衣装で遊んだよ！ 

お部屋に様々な衣装を置くと好きな服を選びコーディネートを

して遊んでいる子どもたち。ままごとコーナーでの遊びも 
衣装があることで遊びが広がり、身近なお母さんやお父さん、

お店の店員さんなどなりきって遊ぶことを自然と楽しんでいま

した。 

なりきって遊ぼう！ 

1 年間楽しんできた「ジャックと豆の木」のお話しのイメージを 
広げながらなりきって遊ぶことを楽しみました。宝探しや 
ペープサートなどの遊びを楽しむ中で登場人物のセリフを 
言ってみたり、「ジャックはなんで宝物をとったのかな？」 
「この時鬼はどんな気持ちだったのかな？」などと登場人物の 
気持ちも皆で考えていきながら劇遊びに繋げていきました。 

発表会 

お部屋でのびのびと表現遊びを楽しんでいましたが、ステージでやってみると

ドキドキして声や動きが小さくなった子どもたち。ダンスや歌をうたう事など

繰り返し経験する中で「どうやったらかっこいいかな？」など子ども同士で 
考えたり、気付いたことを伝え合いながら劇遊びに繋げていきました。 
劇が出来上がってくると「園長先生みにきてくれるかな！」「今日は何組さん

がみにくるの？」と誰かにみてほしい気持ちが高まり、見てもらうことで自信

や意欲に繋がっていきました。 

発表会 
楽しかったね！ 

楽器にも挑戦したよ 

おもちつき 

らいおんぐるーぷが杵を持ちおもちつきに挑戦しました。重たい杵を

持って一生懸命ついたもちつき。それを隣で「よいしょ！」 
「らいおんさん頑張って！」と応援しているうさぎぐるーぷと 
きりんぐるーぷの子どもたち。「さすが！！らいおんさん」や 
「僕たちも次できるかな？」と年長児への憧れを持ったり、来年への

期待にも繋がる機会にもなりました。 

おもち 
美味しいね 

クリスマス会 みどりぐみの豆の木に飾り付けをしてクリスマスツリーにしたり、部

屋をクリスマス仕様に飾り付けしたりして皆でクリスマス会の 
準備をしましたよ。 
当日は歌をうたったり、サンタさんから魔法の手紙が届いたり、 
プレゼント探しをしたりと季節ならではの行事を楽しむことが 
できました。 

クリスマスツリー

につける飾りを 

作っているよ！ 

普段の生活やたくさんの遊びを通して心も体も成長した子どもたち。 
時には友だちとぶつかることもありましたが、その都度「どうやったら気持ちを 
分かってくれるだろう」「友だちはどういう気持ちだったのかな」などを一緒に 
考えていくことで言葉で自分の気持ちを伝えたり相手の気持ちを聞こうとする姿が 
増えてきました。「小学校楽しみ！」「らいおんさんみたいにかっこよくなりたい！」 
「きりんさんになったらマジックでお絵かきするの楽しみ！」と一つ大きくなること

に期待を膨らませている子どもたち。この 1 年で経験したことを自信へと繋げ、 
来年度もたくさんの仲間との関わりを大切に一人一人の子どもたちが楽しい！と 
思えるような保育をしていきたいと思います。 
保護者のみなさまには 1 年間、保育に対するご理解、ご協力を頂き 
ありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。 


